
【現状診断】

現在位置確認

X 発信継続中

X 毎日投稿

X SNS更新

X 行動量は十分

反応が薄い／見られていない感覚／手応え不足



【原因分析】

停滞理由把握

努力不足ではない／才能不足ではない

「噛み合わせ」の問題

相手不明確・言葉不一致・順番不整合

↓
構造ズレ



【構造理解】

ズレの三要素

届ける相手 × 言葉の選び方 × 伝える順番

この三点が分断されると⋯

読者接続断絶／共感未発生／行動未発生



【具体化策】

相手具体化

生活背景を鮮明に描く

•夜の時間帯

•スマホを見る瞬間

•ため息の瞬間

•立ち止まる感情

その場面を書くことで、

読者は「自分事化」する



【導線設計】

伝達の流れ

寄り添い → 視点提示 → 選択肢提示

共感形成（心を動かす）

理解促進（頭を動かす）

納得形成（確信へ変える）

↓
行動導線



【実践手順】

最小実行のステップ

1.点検 最近の投稿を確認する

2.定義 誰に向けたか書く

3.想像 その人の一日を書く

4.設計 投稿の流れを書く

5.変換 読者の言葉へ置換する

ズレ箇所を特定し、一文だけ修正する



【活用指針】

資料の役割

発信点検カードとして活用

- 読者・言葉・順番の確認

- 共感設計と導線の点検

- 迷走した時の戻り先



【次の選択】

次の選択

ズレチェック実行／読者像再設定
言葉言い直し／順番修正／投稿改善

必要な人だけ診断し、
止まったら再確認する

整えてから、進む


